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　市消費生活センターでは、月～金曜日の
相談に加えて、第２・４土曜日に電話相談
を実施しています。利用してください。

8：30～17：00　☎（33）5454

第２・４土曜日電話相談

時間

　
テ
レ
ビ
や
カ
タ
ロ
グ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
気
軽

に
注
文
で
き
る
通
信
販
売
で

す
が
、
最
近
、
定
期
購
入
に

関
す
る
相
談
が
増
え
て
い
ま

す
。

　
モ
デ
ル
の
間
で
評
判
の
ダ

イ
エ
ッ
ト
サ
プ
リ
を
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
つ
け
た
。

「
初
回
限
定
」
の
サ
ン
プ
ル

商
品
で
安
か
っ
た
の
で
試
し

に
申
し
込
ん
だ
ら
、
商
品
が

届
い
た
10
日
後
に
ま
た
同
じ

商
品
と
請
求
書
が
届
い
た
。

２
回
目
は
申
し
込
ん
で
い
な

い
。
　
　（
20
歳
代
・
女
性
）

　
新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ

で
化
粧
品
が
安
か
っ
た
の

で
、
試
し
に
買
っ
て
み
よ
う

と
電
話
を
し
た
。「
安
く
設

定
し
て
い
る
の
で
３
回
は

取
っ
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ

了
承
し
た
が
、
４
回
目
が
届

き
、
定
期
コ
ー
ス
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

（
60
歳
代
・
女
性
）

　
定
期
購
入（
定
期
コ
ー
ス
）

は
、
最
初
に
注
文
す
る
だ
け

で
同
じ
商
品
が
定
期
的
に
送

ら
れ
て
く
る
も
の
で
す
。
事

例
１
は
、
広
告
内
の
「
定
期

コ
ー
ス
」
の
記
載
の
見
落
と

し
が
あ
り
、
ま
た
１
回
目
に

届
い
た
商
品
に
同
封
さ
れ
た

「
定
期
コ
ー
ス
」
と
記
載
の

あ
る
書
類
を
確
認
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
事
例
２
は
、

電
話
で
の
申
込
時
に
、
定
期

コ
ー
ス
な
の
で

通
常
よ
り
安
く

な
る
と
の
説
明

を
受
け
て
い
ま

し
た
が
、
理
解

し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
初
回
の
購
入

価
格
が
か
な
り

安
く
設
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
す
が
、「
初
回
」

の
意
味
の
捉
え
方
で
ト
ラ
ブ

ル
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。「
初
め
て
の
購
入
（
１

回
の
み
）」
な
の
か
、「
定
期

コ
ー
ス
の
初
回
」
な
の
か
確

認
が
必
要
で
す
。
定
期
コ
ー

ス
の
場
合
、
2
回
目
以
降
は

通
常
価
格
で
の
購
入
に
な
る

やさしさで　きれいな笑顔の　花が咲く（新里奈々・日の里東小６年）
「ありがとう」　スマイル作る　あいことば（岩瀬とうま・玄海東小３年）

ありがとう　心をてらす　あいことば（宇郷拓海・自由ヶ丘小６年）
「ありがとう」　言われるだけで　笑顔でた（魚住愛

まなか

花・河東小６年）

注
意
！に

定
期
購
入

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
通
信
販
売
に
は
、
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
制
度
は
あ
り
ま

せ
ん
。
返
品
や
解
約
の
条
件

は
、販
売
会
社
が
定
め
た「
返

品
特
約
」
に
従
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
金
額
な
ど
広
告
で

強
調
さ
れ
る
表
示
だ
け
で
な

く
、
購
入
の
条
件
や
返
品
特

約
な
ど
を
注
意
し
て
見
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
商

品
が
送
ら
れ
て
き
た
と
き

は
、
同
封
さ
れ
た
書
類
な
ど

に
も
し
っ
か
り
目
を
通
し
ま

し
ょ
う
。

　
７
月
15
日
は
、
例
年
の
と

お
り
、
博
多
祇
園
山
笠
の
追

い
山
の
日
。
市
で
も
、
田
熊

や
鐘
崎
な
ど
で
、
暑
い
夏
の

熱
い
男
た
ち
に
よ
る
山
笠
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
例
１

事
例
２

ア
ド
バ
イ
ス

通
信
販
売
の

●
日
時
　
９
月
１
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所
　
赤
間
西
コ
ミ
セ
ン

２
階
・
大
会
議
室

●
テ
ー
マ
　「
こ
れ
か
ら
の

体
力
維
持
に
つ
い
て
」

●
講
師
　
佐
藤
広
徳
さ
ん

（
九
州
大
学
講
師
）

＊
体
力
測
定
あ
り

●
定
員
　
先
着
50
人

●
参
加
料
　
無
料

明
る
く
楽
し
く
学
ぶ

消
費
者
講
座

●
申
込
締
切
日
　
８
月
28
日

（
金
）

■
申
込
先

　
宗
像
市
消
費
者
交
流
会

（
衛
藤
）

　
☎
（
32
）
８
４
０
５

●
日
程
　
９
月
６
日
（
日
）

●
会
場
　
福
津
市
中
央
公
民

館
（
福
津
市
手
光
２
２
２

２
）

●
内
容
／
講
師
／
会
場
／
時

間
▽
受
付
＝
午
前
９
時
30
分

▽
全
体
会
＝「
て
い
ね
い
に
、

お
し
つ
け
ず
、
延
々
と
続

け
る
同
和
教
育
」
／
古
川

正
博
さ
ん
（
全
国
人
権
教

育
研
究
協
議
会
員
）
／
大

ホ
ー
ル
／
同
10
時
30
分
〜

正
午

宗
像
地
区
「
同
和
」

教
育
研
究
集
会

●
日
程
　
９
月
９
日
（
水
）

高
齢
者
・
障
が
い
者
の

た
め
の
無
料
法
律
相
談

●
日
程
／
場
所

▽
９
月
19
日
（
土
）
＝
小
郡

創
立
30
周
年
記
念
新

作
お
披
露
目
公
演「
こ

の
ゆ
び
と
ー
ま
れ
！
」

▽
分
科
会
１
＝
続
「
は
じ
め

よ
う 

人
権
・
同
和
教
育
」

／
谷
口
研
二
さ
ん
（
県
人

権
研
究
所
事
務
長
）
／
研

修
室
／
午
後
１
時
〜
同
３

時
▽
分
科
会
２
＝
「
性
は
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
」
／
眞
野
豊

さ
ん
（
九
州
大
学
大
学
院

教
授
）
／
視
聴
覚
室
／
同

１
時
〜
同
３
時

●
参
加
料
　
５
０
０
円

＊
大
学
生
以
下
は
無
料

●
託
児
　
無
料

＊
市
、
市
教
育
委
員
会
後
援

■
問
い
合
わ
せ
先

同
実
行
委
員
会
（
新
谷
）

☎
０
９
０
（
９
５
６
５
）

０
３
６
８

●
受
付
時
間
　
午
前
10
時
～

午
後
３
時

●
場
所
　
日
の
里
コ
ミ
セ
ン

●
内
容
　
成
年
後
見
制
度
、

相
続
、
遺
言
、
財
産
管
理
、

葬
儀
や
納
骨
な
ど
の
死
後

事
務

●
相
談
員
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高

齢
者
・
障
害
者
安
心
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
役
員
、
会

員
＊
事
前
申
込
不
要

■
問
い
合
わ
せ
先

同
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
宗
像

（
廣
塚
）

☎
０
８
０
（
３
９
６
３
）

０
７
３
６

市
文
化
会
館
（
小
郡
市
大

板
井
１
３
６
・
１
）

▽
同
20
日
（
日
）
＝
コ
ス
メ

イ
ト
行
橋
（
行
橋
市
中
央

１
・
９
・
３
）

▽
同
21
日
（
月
・
祝
）
＝
Ｊ

Ｒ
九
州
ホ
ー
ル
（
福
岡
市

博
多
区
博
多
駅
中
央
街

１
・
１
）

●
時
間
　
午
後
２
時
〜
同
３

時
20
分

●
対
象
　
児
童
青
少
年
演
劇

に
関
心
の
あ
る
人

＊
小
学
生
ま
で
は
保
護
者
同

伴
●
定
員
　
先
着
３
０
０
人

●
前
売
り
券

▽
大
人
＝
２
０
０
０
円

▽
４
歳
〜
高
校
生
＝

　
１
５
０
０
円

　
山
笠
終
了
後
は
、
新
鮮
な

魚
の
刺
身
や
煮
付
け
、
焼
き

魚
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
参

加
者
は
疲
れ
を
忘
れ
、
舌
鼓

＊
当
日
は
各
５
０
０
円
増
し

＊
市
、
市
教
育
委
員
会
後
援

●
申
込
期
間
　
８
月
20
日

（
木
）
〜
９
月
15
日
（
火
）

■
申
込
先

劇
団
風
の
子
九
州
事
務
所

（
鈴
木
）

☎
０
９
２
（
８
４
１
）

７
８
８
９

　「
地
島
」「
大
島
」
で
も
、

７
月
15
日
に
山
が
威
勢
よ
く

島
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

暑
さ
の
影
響
も
あ
り
、
例
年

以
上
の
勢
い
水
と
す
が
す
が

し
い
潮
風
の
中
、
夏
の
訪
れ

を
感
じ
る
一
日
で
し
た
。

　
地
島
山
笠
の
特
徴
は
、
泊

と
白
浜
地
区
が
交
代
で
山
を

作
り
ま
す
。
１
地
区
で
山
を

舁
（
か
）
い
た
後
、
神
輿
を

漁
船
で
運
び
、
も
う
１
地
区

で
山
を
舁
き
ま
す
。
参
加
者

は
、
神
輿
ご
と
海
に
突
っ
込

み
、
海
で
身
を
洗
い
清
め
て

い
ま
し
た
。

　
大
島
山
笠
の
特
徴
は
、
土

台
部
分
に
車
輪
を
付
け
て
山

を
曳
（
ひ
）
く
曳
山
（
ひ
き

や
ま
）。
参
加
者
は
少
人
数

で
力
を
合
わ
せ
て
山
を
曳

き
、
勇
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
元
気
な
島
づ
く
り
課

　
☎
（
36
）
１
７
２
５

地島・
大島山笠男

の
夏
祭
り

島
で
熱
い

大（鯛）漁祈願だ！　大島山笠夏の風物詩、地島山笠


